
火
山
噴
火
で
生
ま
れ
た
火
口
湖

　　　
藺
牟
田
池
は
、
直
径
約
１
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、周
囲
約
３
・
３
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
あ
り
、
約
50
万
年
か
ら
約
35
万

年
前
に
活
動
し
た「
藺
牟
田
火
山
」の

火
口
湖
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

貴
重
な
自
然
環
境
と
生
態
系

　
池
の
西
方
と
北
方
岸
の
一
帯
に

は
、
ヨ
シ
、
ア
ン
ペ
ラ
イ
な
ど
の
挺て

い

水す
い

植
物
が
群
生
し
、
こ
れ
ら
の
植
物

が
枯
れ
る
と
湖
底
に
堆
積
し
、
長
い

年
月
で
泥で

い
た
ん炭
層
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
泥
炭
層
の
一
部
が
湖
底
か
ら

離
れ
、
水
面
に
浮
き
ま
す
。
こ
れ
が

「
浮う

き

島し
ま

」と
呼
ば
れ
、
そ
の
数
は
約

３
０
０
に
達
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　　
浮
島
は
寒
冷
地
方
で
は
よ
く
見
ら

れ
ま
す
が
、
温
暖
な
地
域
で
は
と
て

も
珍
し
く
、
大
正
10
年（
１
９
２
１

年
）に「
藺
牟
田
池
の
泥
炭
形
成
植
物

群
落
」と
し
て
、
国
の
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
湿
地
帯
に
は
平
成
６
年

（
１
９
９
４
年
）、
国
内
希
少
野
生
動

植
物
に
指
定
さ
れ
た
ベ
ッ
コ
ウ
ト
ン

ボ
が
生
息
し
て
い
ま
す
。

　
ベ
ッ
コ
ウ
ト
ン
ボ
の
羽
化
は
、
３

月
下
旬
頃
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
平
成
17
年（
２
０
０
５
年
）に
は
、

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
に
な
り

ま
し
た
。

先
人
の
偉
業
～
執
念
の
掘
削

　
江
戸
時
代
、
薩
摩
藩
で
は
水
田
稲

作
の
た
め
の
水
の
確
保
が
最
重
要
課

題
で
、
人
工
的
な
溜
池
を
築
く
な
ど

の
土
木
工
事
が
各
地
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
藺
牟
田
池
の
豊
富
な
水
を
活
用

す
る
た
め
、
寛か

ん
ぽ
う保
元
年（
１
７
４
１

年
）、
藺
牟
田
郷
領
主
は
、
水
田
に

水
を
引
く
工
事
を
命
じ
ま
し
た
。

　
全
長
３
８
０
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
水

路
の
う
ち
１
４
０
メ
ー
ト
ル
が
ト

ン
ネ
ル
。
こ
の
時
代
、
重
機
が
あ

る
わ
け
で
は
な
く
、
す
べ
て
人
力
。

15
年
の
歳
月
を
か
け
、
宝
暦
４
年

（
１
７
５
４
年
）、
水
路
は
完
成
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
約
30
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
水
田
開
墾
も
行
わ
れ
、
今
も
水
路

と
と
も
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
池
の
北
東
部
に
水
門
が
あ
り
、
傍

ら
に
は
水
門
開
通
後
、
寛か

ん
せ
い政

12
年

（
１
８
０
０
年
）、
水
門
改
修
工
事
の

際
の
水
神
供
養
碑
が
残
り
、
当
時
の

関
係
者
の
名
前
が
碑
に
彫
ら
れ
て
い

ま
す
。

今
も
語
り
継
が
れ
る
竜
石
伝
説

　
そ
の
昔
、
藺
牟
田
池
に
は
竜
の
夫

婦
が
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。
別
の
女

竜
の
も
と
へ
行
っ
た
夫
を
連
れ
戻
そ

う
と
山
を
登
っ
た
女
竜
は
里
人
に
姿

を
見
ら
れ
た
た
め
、
自
ら
岩
に
姿
を

変
え
ま
し
た
。

　
妻
が
気
が
か
り
に
な
っ
た
男
竜
は

岩
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
女
竜
に
反
省

し
謝
り
続
け
た
伝
説
が
残
っ
て
い
ま

す
。

　
薩
摩
川
内
に
は
長
い
歴
史
の
中
で
起
き
た
物
語
、
育
ま
れ
た
文
化

が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、数
あ
る
薩
摩
川
内
の
歴
史・文
化
の
中
か
ら
、

と
っ
て
お
き
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
文
責
・
問
合
せ
＝
社
会
教
育
課

文
化
財
Ｇ（
中
央
公
民
館
内
）

（
22
）７
２
５
１

藺
牟
田
池
と
共
に
生
き
る

　湖
面
を
漂
う
レ
ア
島
、
貴
重
な
生
態
系
と
現
代
に

継
承
さ
れ
る
執
念
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
そ
し
て
、
岩

が
語
る
夫
婦
愛
伝
説
を
紹
介
し
ま
す
。

第拾肆回

▲上空からの藺牟田池および外輪山

▲湖面を漂う「浮島」

▲女竜が岩と化した「竜石」

▲ベッコウトンボ

歴
史
文
化
遺
産
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３
月
17
日（
金
）に
川

内
高
等
学
校
で
、「
み

ら
い
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
政

策
提
言
発
表
会
」が
行

わ
れ
、
代
表
８
グ
ル
ー

プ
が
、
政
策
提
言
を
行

い
ま
し
た
。

※
薩
摩
川
内
市
み
ら
い

　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
は
…

私
た
ち
が
考
え
る

私
た
ち
が
考
え
る

ま
ち
ま
ち
の
未
来

の
未
来

薩
摩
川
内
市

み
ら
い
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が

政
策
提
言
を
発
表

　
市
は
、
持
続
可
能
で
魅

力
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
に
当
た
り
、
中
高
生
の

視
点
か
ら
必
要
な
提
案
を

求
め
る
た
め
、
本
市
の
中

学
校
や
高
校
に
在
籍
す
る

方
で
、
希
望
す
る
方
に
薩

摩
川
内
市
み
ら
い
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
と
し
て
委
嘱
を
し

て
い
ま
す
。

　
川
内
高
等
学
校
で
は
、

１
年
生
全
員
を
委
嘱
し
ま

し
た
。

田
中
市
長
講
評

　
若
々
し
い
提
言
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
視

点
か
ら
分
析
を
行
い
、
地
域

の
現
状
の
把
握
・
分
析
に
基

づ
い
て
政
策
を
考
え
て
い
る

こ
と
が
素
晴
ら
し
い
で
す
。

本
日
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

通
じ
て
、
母
校
や
、
薩
摩
川

内
市
に
対
す
る
ふ
る
さ
と
、

郷
土
愛
も
深
ま
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

政
策
提
言
発
表
を

終
え
て

　
高
校
生
の
視
点
か
ら
、
市

が
よ
り
魅
力
的
に
な
る
政
策

提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
市
は
持
続
可

能
で
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

問
合
先
／
本
庁
企
画
政
策
課

政
策 

Ｇ（
内
線
４
８
３
３
）
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